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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】優れた印刷品質を与える固体インクの提供。
【解決手段】固体インクは、室温で固体であり、分枝鎖アミド樹脂、分枝鎖尿素樹脂、分
枝鎖ウレタン樹脂から選択される少なくとも１つの樹脂およびケトンワックスを含むイン
ク媒剤と、着色剤と、任意要素の添加剤とを含むインク媒剤を含む。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケトンワックスと、分枝鎖アミド樹脂、分枝鎖尿素樹脂、分枝鎖ウレタン樹脂からなる
群から選択される少なくとも１つの樹脂を含む、室温で固体のインク媒剤と、
　着色剤と、
　任意要素の添加剤とを含む、
固体インク。
【請求項２】
　前記樹脂は、トリアミド、テトラアミド、およびこれらの混合物からなる群から選択さ
れる分枝鎖アミドである、請求項１に記載の固体インク。
【請求項３】
　前記分枝鎖アミドが分枝鎖トリアミドである、請求項２に記載の固体インク。
【請求項４】
　前記樹脂が、アルコールと、モノイソシアネート、ジイソシアネート、トリイソシアネ
ート、ジイソシアネートのコポリマー、トリイソシアネートのコポリマー、ポリイソシア
ネート、およびこれらの混合物からなる群から選択されるイソシアネートとの反応生成物
として作られる分枝鎖ウレタンである、請求項１に記載の固体インク。
【請求項５】
　前記樹脂が分枝鎖尿素である、請求項１に記載の固体インク。
【請求項６】
　前記着色剤が染料または顔料である、請求項１に記載の固体インク。
【請求項７】
　前記固体インクの粘度が、約５０℃～約１５０℃の吐出温度で約１～約４０センチポイ
ズである、請求項１に記載の固体インク。
【請求項８】
　前記ケトンワックスが、前記インクの約５重量％～約９８重量％の量で存在する、請求
項１に記載の固体インク。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの樹脂が、前記インクの約１重量％～約３５重量％の量で存在する
、請求項１に記載の固体インク。
【請求項１０】
　前記インクが、分散剤、噴射剤、殺生物剤、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤、可
塑剤、粘度調節剤、酸化防止剤、ＵＶ吸収剤、粘着性付与剤、接着剤、導電性向上剤から
なる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、請求項１に記載の固体イン
ク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的に、固体インク組成物に関する。より特定的には、本開示は、ケトン
ワックスと、分枝鎖のアミド樹脂、尿素樹脂またはウレタン樹脂とを含む固体インク組成
物、このような固体インクを製造する方法、このような固体インクを用いて画像を作成す
る方法に関する。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
【図１】図１は、ケトンワックスの分子量比較を示す。
【図２】図２は、ケトンワックスの炭素鎖長を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　本開示は、本明細書に記載される特定の実施形態に限定されず、ある成分およびプロセ
スを、本開示に基づいて当業者が変えてもよい。
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【０００４】
　例示的なインク組成物は、再生可能で環境に優しい材料を多い比率で用いることを可能
にしつつ、優れた印刷品質を与える。
【０００５】
　本明細書および以下の特許請求の範囲では、「１つの（ａ）」、「１つの（ａｎ）」、
「その（ｔｈｅ）」のような単数形は、他の意味であることが本文中で明らかに示されて
いない限り、複数形のものも含む。本明細書に開示されているすべての範囲は、特定的に
示されていない限り、すべての終点および中間値を含む。
【０００６】
　用語「官能基」は、例えば、官能基が接続した基および分子の化学特性を決定づけるよ
うな様式で整列した原子群を指す。官能基の例としては、ハロゲン原子、ヒドロキシル基
、カルボン酸基などが挙げられる。
【０００７】
　本明細書で使用される場合、用語「粘度」は、複素粘度を指し、複素粘度は、サンプル
に一定の剪断歪みを与えるか、または振れ幅の小さな正弦振動的変形を加えることが可能
な機械的なレオメーターによって与えられる、典型的な測定値である。このようなレオメ
ーターは、細管粘度計のような過渡測定値ではなく、種々のプレート回転頻度ωで粘度を
周期的に測定する。往復式プレートレオメーターは、同相および相外の両方で応力または
変位に対する流体の応答を測定することができる。複素粘度η＊は、η＊＝η’－ｉη”
で定義され；式中、η’＝Ｇ”／ωであり、η”＝Ｇ’／ωであり、ｉは√－１である。
または、例えば、細管粘度または剪断粘度の過渡測定値のみを測定することが可能な粘度
計を用いてもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、固体インクは、少なくとも１つのインク媒剤（キャリア材料
としても知られる）または２種類以上のインク媒剤の混合物を含んでいてもよい。実施形
態のインク媒剤は、ケトンワックスと、分枝鎖のアミド樹脂、尿素樹脂、またはウレタン
樹脂とを含む。
【０００９】
　インク媒剤または混合物は、約２０℃～約２７℃の温度で、例えば、室温で固体であり
、特定的には、約４０℃未満の温度で固体である。しかし、インク媒剤は、加熱すると転
相し、吐出温度で溶融状態である。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、インク媒剤は、ＤＳＣを用いて決定する（例えば、観察し、
測定する）場合、融点が約６０℃～約１５０℃、例えば、約８０℃～約１２０℃、約８５
℃～約１１０℃、約１００℃～約１１０℃、または約１０５℃～約１１０℃であってもよ
い。
【００１１】
　いくつかの実施形態のインク媒剤は、ケトンワックスを、分枝鎖のアミド樹脂、尿素樹
脂、またはウレタン樹脂と組み合わせて含む。ケトンワックスは、インク媒剤の主成分と
して、またはインク媒剤の少量成分として存在していてもよいが、ケトンワックスの含有
量が増えるにつれて、ケトンワックスが与える利点の程度も大きくなる。
【００１２】
　適切なケトンインク媒剤の例としては、（ａ）以下の一般式を有するものを含む、アル
キルアルキルケトン
Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ’
式中、ＲおよびＲ’は、それぞれ互いに独立して、直鎖、分枝鎖、環状、飽和、不飽和の
置換アルキル基を含み、典型的には、１～約２５個の炭素原子を含むアルキル基であり、
特定の例としては、（１）ｎ－オクチル－ｎ－プロピルケトン、（２）ｎ－オクチル－ｎ
－ブチルケトン、（３）ｎ－デシル－ｎ－エチルケトン、（４）ｎ－ウンデシル－ｎ－プ
ロピルケトン、（５）ｎ－ドデシル－ｎ－エチルケトン、（５）ジ－ｎ－ヘキシルケトン
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、（６）ジ－ｎ－ヘプチルケトン、（７）ジ－ｎ－オクチルケトン、（８）ジ－ｎ－ノニ
ルケトン、（９）ジ－ｎ－デシルケトン、（１０）ジ－ｎ－ウンデシルケトン、（１１）
ジ－ｎ－トリデシルケトン、（１２）ジ－ｎ－ヘプタデシルケトン、（１３）ジ－ｎ－オ
クタデシルケトンなど、およびこれらの混合物が挙げられ、（ｂ）以下の一般式を有する
ものを含む、アルキルアリールケトン
Ｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ａｒ’
式中、Ｒは、直鎖、分枝鎖、環状、飽和、不飽和の置換アルキル基を含み、典型的には、
１～約２０個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ａｒは、置換アリール基を含み、典型
的には、６～約２５個の炭素原子を含むアリール基、例えば、フェニル、ナフチル、アン
トリルなどであり、特定の例としては、（１）ｎ－オクチルフェニルケトン、（２）ｎ－
ウンデシルフェニルケトン、（３）ｎ－ペンタデシルフェニルケトン、（４）ｎ－オクタ
デシルフェニルケトンなど、およびこれらの混合物が挙げられ、（ｃ）以下の一般式を有
するものを含む、アリールアリールケトン
Ａｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ａｒ’
式中、ＡｒおよびＡｒ’は、それぞれ互いに独立して、置換アリール基を含み、典型的に
は、６～約２５個の炭素原子を含むアリール基、例えば、フェニル、ナフチル、アントリ
ルなどであり、特定の例としては、（１）ジフェニルアセトン、（２）２－ナフチルフェ
ニルケトンなど、およびこれらの混合物が挙げられ、（ｄ）以下の一般式を有するものを
含む、アリールアリールアルキルケトンおよびアリールアルキルアリールケトン
Ａｒ－（Ｃ＝Ｏ）－ＲＡｒ’
および
Ａｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ａｒ’Ｒ
式中、ＡｒおよびＡｒ’は、それぞれ互いに独立して、置換アリール基を含み、典型的に
は、６～約２５個の炭素原子を含むアリール基、例えば、フェニル、ナフチル、アントリ
ルなどであり、Ｒは、直鎖、分枝鎖、環状、飽和、不飽和の置換アルキル基を含み、典型
的には、１～約２５個の炭素原子を含むアルキル基であり、特定の例としては、（１）ベ
ンジルフェニルケトンなどが挙げられ、（ｅ）以下の一般式を有するものを含む、アリー
ルアルキルアリールアルキルケトン、アリールアルキルアルキルアリールケトン、アルキ
ルアリールアルキルアリールケトン
ＡｒＲ－（Ｃ＝Ｏ）－Ａｒ’Ｒ
ＡｒＲ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ’Ａｒ’
ＲＡｒ－（Ｃ＝Ｏ）－Ｒ’Ａｒ’
式中、ＡｒおよびＡｒ’は、それぞれ互いに独立して、置換アリール基を含み、典型的に
は、６～約２５個の炭素原子を含むアリール基、例えば、フェニル、ナフチル、アントリ
ルなどであり、ＲおよびＲ’は、それぞれ互いに独立して、直鎖、分枝鎖、環状、飽和、
不飽和の置換アルキル基を含み、典型的には、１～約２５個の炭素原子を含むアルキル基
であり、置換されたアルキル基、アリール基、アリールアルキル基、アルキルアリール基
の適切な置換基の例としては、（限定されないが）、ヒドロキシ基、アミン基、イミン基
、アンモニウム基、ピリジン基、ピリジニウム基、エーテル基、エステル基、アミド基、
カルボニル基、チオカルボニル基、サルフェート基、、スルホネート基、スルフィド基、
スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホニウム基、ホスフェート基、メルカプト基、ニト
ロソ基、スルホン基、アシル基、酸無水物基、アジド基などが挙げられる。適切なケトン
の特定の例としては、（１）ジ－ｎ－ベンジルケトンなどが挙げられ；（ｆ）これらの混
合物が挙げられる。
【００１３】
　ケトンワックスは、典型的には、融点が約６０℃～約１１０℃、例えば、約６５℃～約
１０５℃、例えば、約７０℃～約１００℃である。ケトンワックスは、インク中に任意の
望ましい量または有効な量で、例えば、インクの約５重量％～約９８重量％、例えば、約
１５重量％～約７０重量％、例えば、約５０重量％の量で存在している。
【００１４】
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　ケトンワックスは、狭い分子量分布を有していてもよい。例えば、ケトンワックスは、
分子量分布が、約１．００１～約１．１１０、例えば、約１．００５～約１．１０５、約
１．０１０～約１．１００、または約１．０３０～約１．０７０であってもよい。
【００１５】
　インク媒剤は、いくつかの実施形態では、インクの機械強度を高める分枝鎖樹脂も含ん
でおり、この分枝鎖樹脂は、分枝鎖のアミド樹脂、尿素樹脂またはウレタン樹脂であって
もよい。同様の分子量を有し、分枝鎖ではない樹脂または直鎖の樹脂と比較すると、分枝
鎖樹脂は、粘度が低く、低温で吐出することができるという性質を有する。樹脂は、固体
インクのいくつかの実施形態では、固体インクの約１重量％～約３５重量％、例えば、約
５重量％～約３０重量％、例えば、約１０重量％～約２５重量％の量で存在してもよい。
【００１６】
　本明細書で使用するのに適した分枝鎖トリアミドの例としては、例えば、米国特許第６
，８６０，９３０号に開示されている、以下の式を有するものなどが挙げられる。
【化１】

【００１７】
　このような分枝鎖トリアミドにおいて、Ｒ１およびＲ２は、（ｉ）約３個～約２００個
の炭素原子、例えば、約１５個～約１５０個の炭素原子、または約２１個～約６０個の炭
素原子を含む、アルキレン基（直鎖、分枝鎖、飽和、不飽和、環状の置換アルキレン基、
置換されていないアルキレン基を含み、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原
子が、アルキレン基に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；（ｉｉ）約６個
～約２００個の炭素原子、例えば、約１０個～約１５０個の炭素原子、または約１４個～
約６０個の炭素原子を含む、アリーレン基（置換されていないアリーレン基、置換アリー
レン基を含み、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原子が、アリーレン基に存
在していてもよく、存在していなくてもよい）；（ｉｉｉ）約７個～約２００個の炭素原
子、例えば、約８個～約１５０個の炭素原子、または約９個～約５０個の炭素原子を含む
、アリールアルキレン基（置換されていないアリールアルキレン基、置換アリールアルキ
レン基を含み、アリールアルキレン基のアルキル部分が、直鎖、分枝鎖、飽和、不飽和、
および／または環状であってもよく、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原子
が、アリールアルキレン基のアルキル部分またはアリール部分のいずれか、またはこれら
両方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；または（ｉｖ）約７個～約２０
０個の炭素原子、例えば、約８個～約１５０個の炭素原子、または約９個～約６０個の炭
素原子を含む、アルキルアリーレン基（置換されていないアルキルアリーレン基、置換ア
ルキルアリーレン基を含み、アルキルアリーレン基のアルキル部分が、直鎖、分枝鎖、飽
和、不飽和、および／または環状であってもよく、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなど
のヘテロ原子が、アルキルアリーレン基のアルキル部分またはアリール部分のいずれか、
またはこれら両方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、トリレン
などであってもよい。
【００１８】
　このような分枝鎖トリアミドにおいて、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｊ、Ｒｋ、



(6) JP 2012-126899 A 2012.7.5

10

20

30

40

Ｒｐ、Ｒｑは、それぞれ独立して、（ｉ）水素原子；（ｉｉ）アルキル基（直鎖、分枝鎖
、飽和、不飽和、環状の置換アルキル基、置換されていないアルキル基を含み、酸素、窒
素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原子が、アルキル基に存在していてもよく、存在し
ていなくてもよい）、いくつかの実施形態では、約１個～約２００個の炭素原子、例えば
、約６個～約１５０個の炭素原子、または約１０個～約６０個の炭素原子を有するもの；
（ｉｉｉ）約６個～約２００個の炭素原子、例えば、約１０個～約１５０個の炭素原子、
または約１４個～約６０個の炭素原子を含む、アリール基（置換されていないアリール基
、置換アリール基を含み、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原子が、アリー
ル基に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；（ｉｖ）約６個～約２００個の
炭素原子、例えば、約７個～約１５０個の炭素原子、または約８個～約６０個の炭素原子
を含む、アリールアルキル基（置換されていないアリールアルキル基、置換アリールアル
キル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分が、直鎖、分枝鎖、飽和、不飽和、お
よび／または環状であってもよく、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リンなどのヘテロ原子が
、アリールアルキル基のアルキル部分またはアリール部分のいずれか、またはこれら両方
に存在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、ベンジルなど；または（ｖ
）約６個～約２００個の炭素原子、例えば、約７個～約１５０個の炭素原子、または約８
個～約６０個の炭素原子を含む、アルキルアリール基（置換されていないアルキルアリー
ル基、置換アルキルアリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分が、直鎖、分
枝鎖、飽和、不飽和、および／または環状であってもよく、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、
リンなどのヘテロ原子が、アルキルアリール基のアルキル部分またはアリール部分のいず
れか、またはこれら両方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）、例えば、ト
リルなどであってもよい。
【００１９】
　このような分枝鎖トリアミドにおいて、Ｒｄ、Ｒｅ、Ｒｆは、それぞれ独立して、（ｉ
）上述のようなアルキル基、（ｉｉ）上述のようなアリール基、（ｉｉｉ）上述のような
アリールアルキル基、または（ｉｖ）上述のようなアルキルアリール基であってもよい。
【００２０】
　一実施形態では、少なくとも約７個の炭素原子を有し、別の実施形態では、少なくとも
約８個の炭素原子を有し、さらに別の実施形態では、少なくとも約９個の炭素原子を有し
、一実施形態では、約２００個以下の炭素原子を有し、別の実施形態では、約１５０個以
下の炭素原子を有し、さらに別の実施形態では、約１００個以下の炭素原子を有するもの
、例えば、ベンジルなど、または（ｖ）アルキルアリール基（置換されていないアルキル
アリール基、置換アルキルアリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分が、直
鎖、分枝鎖、飽和、不飽和、および／または環状であってもよく、酸素、窒素、硫黄、ケ
イ素、リンなどのヘテロ原子が、アルキルアリール基のアルキル部分またはアリール部分
のいずれか、またはこれら両方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）、一実
施形態では、少なくとも約７個の炭素原子を有し、別の実施形態では、少なくとも約８個
の炭素原子を有し、さらに別の実施形態では、少なくとも約９個の炭素原子を有し、一実
施形態では、約２００個以下の炭素原子を有し、別の実施形態では、約１５０個以下の炭
素原子を有し、さらに別の実施形態では、約１００個以下の炭素原子を有するもの、例え
ば、トリルなど、以下の式を有する、分枝鎖ジアミノ一塩基酸化合物から作られる前記分
枝鎖トリアミド
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【化２】

（式中、Ｒ１、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｄ、Ｒｅ、Ｒｇ、Ｒｈは、本明細書で上に定義されるとお
りである）、以下の式を有する、分枝鎖モノアミノ二塩基酸化合物から作られる前記分枝
鎖トリアミド、

【化３】

（式中、Ｒ２、Ｒａ、Ｒｄ、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｊ、Ｒｋは、本明細書で上に定義されるとお
りである）などであり、ここで、置換されたアルキル基、アルキレン基、アリール基、ア
リーレン基、アリールアルキル基、アリールアルキレン基、アルキルアリール基、アルキ
ルアリーレン基の置換基は、（限定されないが）ヒドロキシ基、ハロゲン原子、イミン基
、アンモニウム基、シアノ基、ピリジン基、ピリジニウム基、エーテル基、アルデヒド基
、ケトン基、エステル基、カルボニル基、チオカルボニル基、サルフェート基、スルホネ
ート基、スルホン酸基、スルフィド基、スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホニウム基
、ホスフェート基、ニトリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、スルホン基、ア
ジド基、アゾ基、シアネート基、カルボキシレート基、これらの混合物などであってもよ
く、２個以上の置換基が接続して環を形成していてもよい。
【００２１】
　ある特定の実施形態では、トリアミドが以下の式を有する場合、
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【化４】

Ｒ１＋Ｒａ＋Ｒｂ＋Ｒｃ＋Ｒｄ＋Ｒｅ＋Ｒｆの合計炭素原子数は、少なくとも約７個、別
の実施形態では、少なくとも約１０個、さらに別の実施形態では、少なくとも約１２個、
一実施形態では、約５００個以下、別の実施形態では、約３５０個以下、さらに別の実施
形態では、約３００個以下であるが、合計炭素原子数は、これらの範囲からはずれていて
もよい。
【００２２】
　ある特定の実施形態では、トリアミドが以下の式を有する場合、
【化５】

Ｒ２＋Ｒｇ＋Ｒｈ＋Ｒｊ＋Ｒｋ＋Ｒｐ＋Ｒｑの合計炭素原子数は、少なくとも約７個、別
の実施形態では、少なくとも約１０個、さらに別の実施形態では、少なくとも約１２個、
一実施形態では、約５００個以下、別の実施形態では、約３５０個以下、さらに別の実施
形態では、約３００個以下であるが、合計炭素原子数は、これらの範囲からはずれていて
もよい。
【００２３】
　ある特定の実施形態では、トリアミドが以下の式を有する場合、
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【化６】

Ｒ１＋Ｒａ＋Ｒｂ＋Ｒｄ＋Ｒｅ＋Ｒｇ＋Ｒｈの合計炭素原子数は、少なくとも約７個、別
の実施形態では、少なくとも約１０個、さらに別の実施形態では、少なくとも約１２個、
一実施形態では、約５００個以下、別の実施形態では、約３５０個以下、さらに別の実施
形態では、約３００個以下であるが、合計炭素原子数は、これらの範囲からはずれていて
もよい。
【００２４】
　ある特定の実施形態では、トリアミドが以下の式を有する場合、
【化７】

Ｒ２＋Ｒａ＋Ｒｄ＋Ｒｇ＋Ｒｈ＋Ｒｊ＋Ｒｋの合計炭素原子数は、少なくとも約７個、別
の実施形態では、少なくとも約１０個、さらに別の実施形態では、少なくとも約１２個、
一実施形態では、約５００個以下、別の実施形態では、約３５０個以下、さらに別の実施
形態では、約３００個以下であるが、合計炭素原子数は、これらの範囲からはずれていて
もよい。
【００２５】
　インク媒剤に含まれてもよい材料のさらなる例としては、ロジンエステル；ポリアミド
；ダイマー酸アミド；脂肪酸アミド；エポキシ樹脂；流動パラフィンワックス；液体微晶
質ワックス；Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈワックス；ポリビニルアルコール樹脂；ポ
リオール；セルロースエステル；セルロースエーテル；ポリビニルピリジン樹脂；脂肪酸
；脂肪酸エステル；ポリスルホンアミド；ベンゾエートエステル；フタレート可塑剤；シ
トレート可塑剤；マレエート可塑剤；ポリビニルピロリジノンコポリマー；ポリビニルピ
ロリドン／ポリ酢酸ビニルコポリマー；ノボラック樹脂；天然産物のワックス、例えば、
蜜ロウ、モンタンワックス、カンデリラロウ、ＧＩＬＳＯＮＩＴＥ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　
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Ｇｉｌｓｏｎｉｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ）など；直鎖一級アルコールと直鎖の長鎖アミドま
たは脂肪酸アミドとの混合物、例えば、炭素原子が約６～約２４個のものなどが挙げられ
る。さらに、炭素原子が約４～約１６個の直鎖の長鎖スルホン、例えば、ジフェニルスル
ホン、ｎ－アリールスルホン、ｎ－プロピルスルホン、ｎ－ペンチルスルホン、ｎ－ヘキ
シルスルホン、ｎ－ヘプチルスルホン、ｎ－オクチルスルホン、ｎ－ノニルスルホン、ｎ
－デシルスルホン、ｎ－ウンデシルスルホン、ｎ－ドデシルスルホン、ｎ－トリデシルス
ルホン、ｎ－テトラデシルスルホン、ｎ－ペンタデシルスルホン、ｎ－ヘキサデシルスル
ホン、クロロフェニルメチルスルホンなどが、適切なインク媒剤の材料である。
【００２６】
　使用されてもよいウレタンワックスの例としては、イソシアネートとアルコールとの反
応生成物が挙げられる。適切なイソシアネートの例としては、モノイソシアネート、ジイ
ソシアネート、トリイソシアネート、ジイソシアネートのコポリマー、トリイソシアネー
トのコポリマー、ポリイソシアネート（３個より多いイソシアネート官能基を有する）な
ど、およびこれらの混合物が挙げられる。モノイソシアネートの例としては、ｎ－オクタ
デシルイソシアネート、ヘキサデシルイソシアネート；オクチルイソシアネート；ｎ－ブ
チルイソシアネートおよびｔ－ブチルイソシアネート；シクロヘキシルイソシアネート；
アダマンチルイソシアネート；エチルイソシアナトアセテート；エトキシカルボニルイソ
シアネート；フェニルイソシアネート；α－メチルベンジルイソシアネート；２－フェニ
ルシクロプロピルイソシアネート；ベンジルイソシアネート；２－エチルフェニルイソシ
アネート；ベンゾイルイソシアネート；メタ－トリルイソシアネートおよびパラ－トリル
イソシアネート；２－、３－、または４－ニトロフェニルイソシアネート；２－エトキシ
フェニルイソシアネート；３－メトキシフェニルイソシアネート；４－メトキシフェニル
イソシアネート；４－イソシアナト安息香酸エチル；２，６－ジメチルフェニルイソシア
ネート；１－ナフチルイソシアネート；（ナフチル）エチルイソシアネートなど、および
これらの混合物が挙げられる。ジイソシアネートの例としては、イソホロンジイソシアネ
ート（ＩＰＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）；ジフェニルメタン－４，４’
－ジイソシアネート（ＭＤＩ）；水素化ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート
；テトラ－メチルキシレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）；ヘキサメチレン－１，６－
ジイソシアネート（ＨＤＩ）、ナフタレン－１，５－ジイソシアネート；３，３’－ジメ
トキシ－４，４’－ビフェニルジイソシアネート；３，３’－ジメチル－４，４’－ビメ
チル－４，４’－ビフェニルジイソシアネート；フェニレンジイソシアネート；４，４’
－ビフェニルジイソシアネート；トリメチル－１，６－ジイソシアナトヘキサン、テトラ
メチレンキシレンジイソシアネート；４，４’－メチレンビス（２，６－ジエチルフェニ
ルイソシアネート）；１，１２－ジイソシアナトドデカン；１，５－ジイソシアナト－２
－メチルペンタン；１，４－ジイソシアナトブタン；ダイマージイソシアネートおよびシ
クロヘキシレンジイソシアネート、およびその異性体；ＨＤＩのウレチジオンダイマーな
ど、およびこれらの混合物が挙げられる。トリイソシアネートまたはこれらの等価物の例
としては、ＴＤＩのトリメチロールプロパントリマーなど、ＴＤＩ、ＨＤＩ、ＩＰＤＩの
イソシアヌレートトリマーなど、ＴＤＩ、ＨＤＩ、ＩＰＤＩのビウレットトリマーなど、
およびこれらの混合物が挙げられる。もっと多くの官能基を含むイソシアネートの例とし
ては、ＴＤＩ／ＨＤＩのコポリマーなど、ＭＤＩオリゴマー、およびこれらの混合物が挙
げられる。
【００２７】
　さらなる樹脂およびワックスは、さらに、２当量のＡＢＩＴＯＬ　Ｅヒドロアビエチル
アルコールと、１当量のイソホロンジイソシアネートとの反応から得られるウレタン樹脂
；３当量のステアリルイソシアネートおよびグリセロール基剤の付加物であるウレタン樹
脂；例えば、ジアミド、トリアミド、テトラアミド、環状アミドのような適切なアミドな
どからなる群から選択されてもよい。また、モノアミド、テトラアミド、これらの混合物
を含む脂肪族アミドが、インク媒剤に含まれていてもよい。
【００２８】
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　脂肪族アミド（例えば、モノアミド、テトラアミド、これらの混合物）などを用いても
よい。適切なモノアミドは、融点が少なくとも約５０℃、例えば、約５０℃～約１５０℃
であってもよいが、融点は、この温度より低くてもよい。適切なモノアミドの特定の例と
しては、一級モノアミドおよび二級モノアミドが挙げられる。例示的な一級モノアミドと
しては、ステアリン酸アミド；ベヘン酸アミド／アラキドン酸アミド；オレアミド；工業
グレードのオレアミド；エルカ酸アミドが挙げられる。例示的な二級アミドとしては、ベ
ヘニルベヘン酸アミド；ステアリルステアリン酸アミド；ステアリルエルカ酸アミド；エ
ルシルエルカ酸アミド；オレイルパルミチン酸アミド；エルシルステアリン酸アミドが挙
げられる。さらなる適切なアミド物質としては、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステアリン酸ア
ミド、オレイルパルミチン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステアリン酸アミド、Ｎ，
Ｎ’－エチレンビスオレアミドが挙げられる。
【００２９】
　インク媒剤は、インクの約２５重量％～約９９．５重量％、例えば、約３０重量％～約
９８重量％、約５０重量％～約８５重量％、または約７０重量％～約８０重量％含まれて
いてもよい。
【００３０】
　また、いくつかの実施形態は、着色剤（例えば、顔料、染料、顔料と染料の混合物、顔
料混合物、染料混合物など）を含んでいてもよい。顔料着色剤の媒体として、着色剤をイ
ンク媒剤に分散させることができるものであれば、制限なく任意の適切な顔料を用いても
よい。
【００３１】
　上述の顔料に関して、なんら特定の制限はない。印刷分野で一般的に用いられる任意の
顔料（有機物であっても無機物であってもよい）を使用してもよい。顔料の例としては、
カーボンブラック、カドミウムレッド、モリブデンレッド、クロムイエロー、カドミウム
イエロー、チタンイエロー、酸化クロム、ビリジアン、チタンコバルトグリーン、ウルト
ラマリンブルー、プルシアンブルー、コバルトブルー、アゾ顔料、フタロシアニン顔料、
キナクリドン顔料、イソインドリノン顔料、ジオキサジン顔料、スレン顔料、ペリレン顔
料、ペリノン顔料、チオインジゴ顔料、キノフタロン顔料、金属錯体顔料などが挙げられ
る。これらを個々に用いてもよく、２種類以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３２】
　上述の染料に関して、なんら特定の制限はない。染料の例としては、アゾ染料、ジスア
ゾ染料、金属錯体塩染料、ナフトール染料、アントラキノン染料、インジゴ染料、カルボ
ニウム染料、キノンイミン染料、シアニン染料、キノリン染料、ニトロ染料、ニトロソ染
料、ベンゾキノン染料、ナフトキノン染料、キサンテン染料、フタロシアニン染料、金属
フタロシアニン染料、その他の油溶性染料が挙げられる。これらを個々に用いてもよく、
２種類以上を組み合わせて用いてもよい。また、上の列挙した顔料と組み合わせて用いて
もよい。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、着色剤は、合計でインクの約０．１重量％～約１０重量％、
例えば、約０．２重量％～約５重量％含まれていてもよい。
【００３４】
　いくつかの実施形態のインクは、さらに、従来の添加剤、例えば、分散剤、噴射剤、殺
生物剤、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤、可塑剤、粘度調節剤、酸化防止剤、ＵＶ
吸収剤、粘着性付与剤、接着剤、導電性向上剤などを含んでいてもよい。
【００３５】
　分散剤は、一般的に、分散剤を顔料粒子にくっつける第１の官能基と、インク媒体に相
溶性の第２の官能基とを含む。第１の官能基は、水素結合、化学結合、酸塩基反応、ファ
ンデルワールス相互作用などのような任意の適切な様式で適切に顔料粒子にくっつくか、
または吸着することができる。
【００３６】
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　したがって、分散剤を顔料粒子にくっつけるのに適した第１の官能基の例としては、エ
ステル、アミド、カルボン酸、ヒドロキシル基、無水物、ウレタン、尿素、アミン、アミ
ド、塩（例えば、四級アンモニウム塩）などのような官能基が挙げられる。第１の官能基
は、分散剤が、例えば、顔料粒子に吸着するか、接合するか、またはグラフト結合するよ
うに、分散剤を着色剤粒子にくっつける。同様に、インク媒体と相溶性な第２の官能基の
例としては、アルキル基のような基が挙げられ、このアルキル基は、直鎖または分枝鎖、
飽和または不飽和などであってもよい。これらの第２の官能基は、特に、極性の低いイン
ク媒剤成分と相溶性である。
【００３７】
　分散剤は、固体インク中に、任意の有効な量で、例えば、約０．５重量％～約４０重量
％、例えば、約５重量％～約２５重量％、または約８重量％～約１３重量％の量で存在し
ていてもよい。
【００３８】
　インクは、任意要素の可塑剤を含んでいてもよく、例えば、フタル酸エステル可塑剤、
例えば、フタル酸ジオクチル、フタル酸ジウンデシル、フタル酸アルキルベンジル；リン
酸トリフェニル；リン酸トリブトキシエチル；フタル酸ジシクロヘキシル；トリメリット
酸トリオクチル；ペンタエリスリトールテトラベンゾエート；クエン酸トリメチル；Ｎ，
Ｎ－ジメチルオレアミド；フタル酸ベニル；分枝鎖ウレタン可塑剤などを含んでいてもよ
い。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、可塑剤がインク媒剤として機能する場合、可塑剤は、インク
のインク媒剤の約１～１００％を構成していてもよい。または、可塑剤が、別のインク媒
体に加えて、添加剤として機能する場合、可塑剤は、インクの少なくとも約０．０５重量
％、例えば、少なくとも約１％、または少なくとも約２％の量で存在していてもよいが、
典型的には、約１５重量％を超えない。
【００４０】
　さらに、インクは、任意の要素の粘度調節剤を含んでいてもよい。適切な粘度調節剤の
例としては、脂肪族ケトン；ステアロン；２－ヒドロキシベンジルアルコール；４－ヒド
ロキシベンジルアルコール；４－ニトロベンジルアルコール；４－ヒドロキシ－３－メト
キシベンジルアルコール；３－メトキシ－４－ニトロベンジルアルコール；２－アミノ－
５－クロロベンジルアルコール；２－アミノ－５－メチルベンジルアルコール；３－アミ
ノ－２－メチルベンジルアルコール；３－アミノ－４－メチルベンジルアルコール；２（
２－（アミノメチル）フェニルチオ）ベンジルアルコール；２，４，６－トリメチルベン
ジルアルコール；２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール；２－アミノ－１
－フェニル－１，３－プロパンジオール；２，２－ジメチル－１－フェニル－１，３－プ
ロパンジオール；２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール；３－ｔｅｒｔ－
ブチルアミノ－１，２－プロパンジオール；１，１－ジフェニル－１，２－プロパンジオ
ール；１，４－ジブロモ－２，３－ブタンジオール；２，３－ジブロモ－１，４－ブタン
ジオール；２，３－ジブロモ－２－ブテン－１，４－ジオール；１，１，２－トリフェニ
ル－１，２－エタンジオール；２－ナフタレンメタノール；２－メトキシ－１－ナフタレ
ンメタノール；デカフルオロベンズヒドロール；２－メチルベンズヒドロール；１－ベン
ゼンエタノール；４，４’－イソプロピリデンビス（２－（２，６－ジブロモフェノキシ
）エタノール）；２，２’－（１，４－フェニレンジオキシ）ジエタノール；２，２－ビ
ス（ヒドロキシメチル）－２，２’，２”－ニトリロトリエタノール；ジ（トリメチロー
ルプロパン）；２－アミノ－３－フェニル－１－プロパノール；トリシクロヘキシルメタ
ノール；トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタンサクシネート；４，４’－トリメチレ
ンビス（１－ピペリジンエタノール）；Ｎ－メチルグルカミン；キシリトール；またはこ
れらの混合物が挙げられる。
【００４１】
　インクは、場合により、酸化防止剤を含有していてもよい。適切な酸化防止剤の例とし
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ては、（１）Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシヒドロシンナミド）（ＩＲＧＡＮＯＸ　１０９８、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能）、（２）２，２－ビス（４－（２－（３，５－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナモイルオキシ））エトキシフェニル）プロパ
ン、（３）トリス（４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル
）イソシアヌレート、（４）２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
フェニル）フルオロホスホナイト、（５）テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフ
ェニル）－４，４’－ビフェニルジホスホナイト、（６）ペンタエリスリトールテトラス
テアレート、（７）トリブチルアンモニウムジ亜リン酸塩、（８）２，６－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチル－４－メトキシフェノール、（９）２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６－（４－
メトキシベンジル）フェノール、（１０）４－ブロモ－２，６－ジメチルフェノール、（
１１）４－ブロモ－３，５－ジジメチルフェノール、（１２）４－ブロモ－２－ニトロフ
ェノール、（１３）４－（ジエチルアミノメチル）－２，５－ジメチルフェノール、（１
４）３－ジメチルアミノフェノール、（１５）２－アミノ－４－ｔｅｒｔ－アミルフェノ
ール、（１６）２，６－ビス（ヒドロキシメチル）－ｐ－クレゾール、（１７）２，２’
－メチレンジフェノール、（１８）５－（ジエチルアミノ）－２－ニトロソフェノール、
（１９）２，６－ジクロロ－４－フルオロフェノール、（２０）２，６－ジブロモフルオ
ロフェノール、（２１）α－トリフルオロ－ｏ－クレゾール、（２２）２－ブロモ－４－
フルオロフェノール、（２３）４－フルオロフェノール、（２４）４－クロロフェニル－
２－クロロ－１，１，２－トリ－フルオロエチルスルホン、（２５）３，４－ジフルオロ
フェニル酢酸、（２６）３－フルオロフェニル酢酸、（２７）３，５－ジフルオロフェニ
ル酢酸、（２８）２－フルオロフェニル酢酸、（２９）２，５－ビス（トリフルオロメチ
ル）安息香酸、（３０）２－（４－（４－（トリフルオロメチル）フェノキシ）フェノキ
シ）プロピオン酸エチル、（３１）テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル
）－４，４’－ビフェニルジホスホナイト、（３２）４－ｔｅｒｔ－アミルフェノール、
（３３）３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－ヒドロキシフェネチルアル
コールなど、およびこれらの混合物が挙げられる。酸化防止剤が存在する場合、酸化防止
剤は、任意の望ましい量または有効な量でインク中に存在していてもよく、例えば、イン
クの約１重量％～約１０重量％、または約１重量％～約５重量％の量で存在していてもよ
い。
【００４２】
　また、インクは、場合により、ＵＶ吸収剤を含有していてもよい。適切なＵＶ吸収剤の
特定の例としては、（１）２－ブロモ－２’，４－ジメトキシアセトフェノン、（２）２
－ブロモ－２’，５’－ジメトキシアセトフェノン、（３）２－ブロモ－３’－ニトロア
セトフェノン、（４）２－ブロモ－４’－ニトロアセトフェノン、（５）３’，５’－ジ
アセトキシアセトフェノン、（６）２－フェニルスルホニルアセトフェノン、（７）３’
－アミノアセトフェノン、（８）４’－アミノアセトフェノン、（９）１Ｈ－ベンゾトリ
アゾール－１－アセトニトリル、（１０）２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ペンチルフェノール、（１１）１，１－（１，２－エタン－ジ
イル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、（１２）２，２，４－トリ
メチル－１，２－ヒドロキノリン、（１３）２－（４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェ
ノキシ）エチルアクリレート、（１４）２－ドデシル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジニル）スクシンイミド、（１５）２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジニル／β－テトラメチル－３，９－（２，４，８，１０－テトラオキソス
ピロ（５，５）－ウンデカン）ジエチル－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレー
ト、（１６）Ｎ－（ｐ－エトキシカルボニルフェニル）－Ｎ’－エチル－Ｎ’－フェニル
ホルマジン、（１７）６－エトキシ－１，２－ジヒドロ－２，２，４－トリメチルキノリ
ン、（１８）２，４，６－トリス－（Ｎ－１，４－ジメチルペンチル－４－フェニレンジ
アミノ）－１，３，５－トリアジン、（１９）２－ドデシル－Ｎ－（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジニル）スクシンイミド、（２０）Ｎ－（１－アセチル－２，２
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，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－２－ドデシルスクシンイミド、（２１）
（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル／β－テトラメチル－３，９－
（２，４，８，１０－テトラオキソ－スピロ－（５，５）ウンデカン）ジエチル）－１，
２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、（２２）（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジニル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、（２３）ニッ
ケルジブチルジチオカルバメート、（２４）２－アミノ－２’，５－ジクロロベンゾフェ
ノン、（２５）２’－アミノ－４’，５’－ジメトキシアセトフェノン、（２６）２－ベ
ンジル－２－（ジメチルアミノ）－４’－モルホリノブチロフェノン、（２７）４’－ベ
ンジルオキシ－２’－ヒドロキシ－３’－メチルアセトフェノン、（２８）４，４’－ビ
ス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、（２９）５－クロロ－２－ヒドロキシベンゾフェ
ノン、（３０）４’－ピペラジノアセトフェノン、（３１）４’－ピペラジノアセトフェ
ノン、（３２）２－アミノ－５－クロロベンゾフェノン、（３３）３，６－ビス（２－メ
チル－２－モルホリノプロピオニル）－９－オクチルカルバゾールなど、およびこれらの
混合物が挙げられる。
【００４３】
　また、インクは、場合により、粘着性付与剤、例えば、水素化アビエチン（ロジン）酸
のグリセロールエステル、ヒドロアビエチン（ロジン）酸のペンタエリスリトールエステ
ル、フタル酸のヒドロアビエチン（ロジン）アルコールエステル、水素化アビエチン（ロ
ジン）酸のトリグリセリド、水素化アビエチン（ロジン）酸のトリグリセリド、合成ポリ
テルペン樹脂、改質した合成ポリテルペン樹脂などを含んでいてもよい。粘着性付与剤が
存在する場合、粘着性付与剤は、任意の望ましい量または有効な量でインク中に存在して
いてもよく、例えば、インクの少なくとも約０．１重量％、少なくとも約５重量％、また
は約５０重量％以下の量で存在していてもよいが、これらの範囲からはずれた量であって
もよい。
【００４４】
　また、任意要素の導電性向上剤が含まれていてもよい。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、導電性向上剤は、有機塩基と酸とから作られる有機塩であっ
てもよい。導電性向上剤の有機塩の有機塩基は、有機アミンであってもよく、少なくとも
１つの長い炭化水素鎖を有していてもよい。「長い炭化水素鎖」は、例えば、炭素が約１
０～約５０個、例えば、約１５～約４０個、または約１５～約３０個の直鎖または分枝鎖
の炭素アルキル鎖または炭素アリール鎖を指す。
【００４６】
　任意要素の添加剤が、それぞれ存在する場合、または組み合わせた状態で存在する場合
、任意の望ましい量または有効な量でインク中に存在していてもよく、例えば、インクの
約０．１重量％～約１０重量％、または約３重量％～約５重量％の量で存在していてもよ
い。
【００４７】
　インク媒剤の要素を一緒に混合した後、この混合物を少なくとも融点まで加熱してもよ
い（例えば
、約６０℃～約１５０℃、約８０℃～約１２０℃、または約８５℃～約１１０℃）。得ら
れた溶融物をさらに混合し、さらに、他のインク成分とともに混合または粉砕し、特定の
印刷システムのために特性を細かく調節してもよい。次いで、得られたインクを１２０℃
で濾過し、周囲温度（典型的には、約２０℃～約２５℃）まで冷却してもよい。インクは
、周囲温度では固体である。一実施形態では、作成プロセスの間に、溶融したインクを型
に流し込み、次いで、冷却して棒状の固体インクを作成する。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、インクは、インクジェット印刷に適した高温で、例えば、約
５０℃～約１５０℃、約７０℃～約１３０℃、または約８０℃～約１３０℃の温度で、粘
度が約１～約４０センチポイズ（ｃＰ）、例えば、約５～約１５ｃＰ、または約８～約１
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２ｃＰである。インクは、もっと低温で吐出してもよく、この場合、吐出するのに必要な
エネルギーが小さくてすむ。吐出温度の低いインクは、約１０７℃～約１１１℃の吐出温
度で、吐出粘度が約９～約１３ｃＰ、例えば、約１０～約１１ｃＰ、約１０．２５～約１
０．７５ｃＰ、または約１０．４５～約１０．８５ｃＰであるが、粘度および温度の数値
は、これらの範囲からはずれていてもよい。
【００４９】
　以下の実施例および比較例において、種々のケトンワックスおよび他のワックス材料を
用いた。Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ａ、Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ｂ、Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ
　Ｃとラベルを付けられた３種類のケトンワックスを花王株式会社から得た。比較するた
めに、２種類の従来のポリエチレンワックス材料（Ｐｏｌｙｗａｘ　５００（ＰＥ　Ｗａ
ｘ　Ａというラベルが付けられている）、Ｐｏｌｙｗａｘ　５００から、高分子末端を約
１０～約１５ｗｔ％除き、低分子末端を約１０～約１５ｗｔ％除いた、蒸留されたＰｏｌ
ｙｗａｘ　５００（ＰＥ　Ｗａｘ　Ｂというラベルが付けられている）をＢａｋｅｒ　Ｐ
ｅｔｒｏｌｉｔｅから得た。
【００５０】
　図１は、高温ゲル透過クロマトグラフィー（ＨＴ－ＧＰＣ）で検出した、上のＫｅｔｏ
ｎｅ　Ｗａｘ　Ａ～Ｃの分子量分布を、比較例のＰＥ　Ｗａｘ　ＡおよびＢの分子量分布
と比較したものである。この比較から、ケトンワックスは、市販のポリエチレンワックス
よりかなり分子量分布が狭いことが示されている。分子量分布が狭いことは、インクをド
ラムから転写固着させる性能が良好である、待機時の温度が低い、といった種々の性能要
求事項にとって望ましい。
【００５１】
　図２は、高温ガス透過クロマトグラフィー（ＨＴ－ＧＣ）で測定した、上のケトンワッ
クスの炭素鎖分布を示す。このＨＴ－ＧＣデータから、ワックスの主要な出発物質の炭素
鎖長がわかる。この結果から、Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ａは、Ｃ１６およびＣ１８の原料
から作られており、一方、Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ｂは、Ｃ２１およびＣ２１の原料から
作られており、Ｋｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ｃは、主にＣ１７の原料から作られていることが
示されている。これらの原料はすべて、植物由来であるか、動物脂肪由来であった。した
がって、これらのワックスは、化石燃料由来のＰＷ５００および蒸留されたＰＷ５００の
ようなポリエチレンワックスと比較すると、再生可能な非化石燃料由来のものであると考
えられることができる。
【００５２】
　以下の表１に示される配合を用い、インク組成物を調製した。第１に、オーバーヘッド
スターラーを用い、以下の成分を１１０℃で溶融し、均質にブレンドして混合することに
よって、インク基剤を調製した。それぞれのワックス（ＰＥ　Ｗａｘ　Ａ、ＰＥ　Ｗａｘ
　ＢまたはＫｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ａ）、トリアミドワックス（米国特許第６，８６０，
９３０号に記載されるもの）、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐ．から市販されているＫｅｎ
ａｍｉｄｅ　Ｓ－１８０（ステアリルステアリル酸アミド）、荒川化学工業株式会社製の
ＫＥ－１００樹脂（水素化アビエチン（ロジン）酸のトリグリセリド）、Ｒ１２ウレタン
樹脂（米国特許第６，３０９，４５３号の実施例４の記載のとおり調製した、３当量のス
テアリルイソシアネートとグリセロール系アルコールとの付加物）、Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　
Ｃｏｒｐ．から入手可能なＮＡＵＧＡＲＤ－４４５（酸化防止剤）、黒色染料（Ｓａｖｉ
ｎｙｌ　Ｂｌａｃｋ　ＮＳ、Ｃｌａｒｉａｎｔ製）、Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＤｉｓｐｅｒｓｅ　Ｏｒａｎｇｅ　４７（ＤＯ－４７とし
て得られるオレンジ染料）。それぞれのインクの性質を測定し、表１に示す。
【００５３】
　粘度（センチポイズ）をＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　ＤＳＲ－２０００の円錐形レオメー
ターによって１１０℃で測定した。種々の波長でのスペクトル強度（ＳＳ、単位Ａ＊ｍＬ
／ｇ）を、インクをｎ－ブタノールに溶解し、吸光度をＰｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　Ｌａ
ｍｂｄａ　２Ｓ　ＵＶ／ＶＩＳ分光光度計で測定することによる、溶液状態のインクの吸
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光度の測定に基づく写真測光法の手順を用いて決定した。ガラス転移点（Ｔｇ、単位℃）
を、Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　Ｓｏｌｉｄ　Ａｎａｌｙｚｅｒ（ＲＳＡ　ＩＩ）を用い、
Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｍｅｃｈａｎｉｃ　Ａｎａｌｙｓｉｓによって測定した。ピーク融点（
ＭＰ、単位℃）およびピーク凍結点（ＦＰ、単位℃）を、ＤＵＰＯＮＴ　２１００熱量計
を用い、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）によって測定した。インク基剤への染料の溶解度を
評価するために、濾過したインクおよび濾過していないインクの５８０ｎｍでのインクの
スペクトル強度を、染料溶解度の測定値として用いた。インク中の溶解しない染料は濾別
され、その結果、濾過したインクは、濾過していないインクと比較して、スペクトル強度
が小さくなる。したがって、濾過したインクのスペクトル強度と、濾過していないインク
のスペクトル強度との比率（「ＳＳ比」）は、染料の溶解度の指標であり、ＳＳ比が１よ
りも顕著に小さい場合には、インク基剤への染料の溶解度が低いことを示す。
【００５４】
　転写固着の効率（すなわちドロップアウト）を測定するために、きわめて平滑な表面を
有する捕捉用記録シートを、印刷直後に比較的ゆっくりとした転写固着速度で移動させた
。この捕捉用シートを用い、中間転写膜の上に残るインクを取り除いた。この捕捉用シー
トをスキャンし、ドロップアウトの値を記録する。紙／媒体をあらかじめ加熱しておくと
、典型的には、画像の転写効率およびインクの耐久性が最大になる。媒体をあらかじめ加
熱することは、媒体に画像を転写する直前に、紙の両側と接触し、媒体ごとに金属プレー
トをのせるプレヒーターと接触させることによって直接熱を伝導させて行ってもよい。ド
ロップアウトの測定において、あらかじめ加熱する温度は、６０℃であった。
【００５５】
　別の試験応答は、ＫＰＰＩ（インチあたりのブラックピクセル）で測定するデュプレッ
クスドロップアウト（ＤＤＯ）である。デュプレックスドロップアウトは、２回の印刷サ
イクルの後に、転写されずに画像ドラムの上に残ったピクセルの数である。この特定の欠
陥の許容値は１６，０００であるが、目標は１０，０００である。これらの値は、顧客が
許容する印刷品質によって変わる。表３は、実施例４および５のインクと、比較例５およ
び６のインクのデュプレックスドロップアウトを示す。
【００５６】
　凝集破壊を測定するために、インクが軟化して破壊され、そのためにドラムから転写さ
れなくなるまで、ドラム温度を上げる。インクが壊れ始める温度が、そのインクの凝集破
壊温度である。表３は、実施例２、４および５のインクと、比較例３、４および５のイン
クの凝集破壊温度を示す。
【００５７】
　しかし、２回の印刷操作の間に、媒体は、すでに片面に画像形成されており、そのため
、インク自体が金属プレートのプレヒーターと接触しなければならない。プレヒーターと
接触している間に、そのページのインクが汚れるか、または不鮮明になった場合、これを
スマッジと呼ぶ。目に見える汚れができないような媒体プレヒーターの最高温度は、スマ
ッジ温度であり、プレヒーターを操作することが可能な最高温度である。したがって、良
好に転写固着を行うために、またはブロッキング、２回操作時の汚れなどを防ぐために、
中間転写体の設定温度を高め、最終的な転写記録シート媒体の温度を高めることが望まし
い場合がある。したがって、このような温度で柔軟性が高まる転相インクが望ましい。表
３は、実施例２、４および５のインクと、比較例３～６のインクについて、汚れによって
欠陥が生じる温度を示す。
【００５８】
　実施例１のＫｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ａ、比較例１および２のポリエチレンワックスＰＥ
　Ｗａｘ　ＡおよびＰＥ　Ｗａｘ　Ｂは、それぞれのインクにほぼ同じ重量で存在した。
しかし、比較例１も２も、濾過前にさらに染料を入れたが、実施例１のインクと比較した
場合、インク基剤に溶解した染料の量は少なく、このことは、実施例１のスペクトル強度
と比較して、比較例１および２のスペクトル強度が低いことによって示されている。
【００５９】
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　ＰＥ　Ｗａｘ　ＡおよびＰＥ　Ｗａｘ　Ｂと比べてＫｅｔｏｎｅ　Ｗａｘ　Ａの粘度が
低いことによって、対応するインクの粘度が低くなり、染料の溶解度または機械強度をよ
くするために、トリアミドのような極性は高いが粘度の大きい成分をもっと配合物に加え
る余裕ができる。
【００６０】
【表１】

【００６１】
　上の実施例１、比較例１および２と同様の様式でインク組成物を調製したが、但し、配
合は、以下の表２に示すとおりである。これらのインク配合物は、シアン色である。
【００６２】
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【表２】

【００６３】
　市販のＸｅｒｏｘ　Ｐｈａｓｅｒ（登録商標）８４００プリンタで、約１１０℃の吐出
温度でインクを印刷した。これらの印刷品質および画質の結果を表３にまとめている。比
較例５は、Ｘｅｒｏｘ　Ｐｈａｓｅｒ（登録商標）８８６０プリンタ用の市販のシアンイ
ンクであり、比較例６は、Ｘｅｒｏｘ　Ｐｈａｓｅｒ（登録商標）８４００プリンタ用の
市販のシアンインクである。
【００６４】
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【表３】

【００６５】
　印刷品質および画質について、（ケトンワックスを用いて作成した）実施例４および５
のインクは、（ポリエチレンワックスを用いて作成した）比較例３のインクよりも、汚れ
によって欠陥が生じる温度が高く、ドロップアウトが小さいといった良好な特性を示し、
比較例４および５のインクと匹敵する性能を示した。
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